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全建総連
９・３０

秋秋期期拡拡大大行行動動をを成成功功ささせせよようう
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建
設
長
崎
は
、
厳
し
い
建
設

不
況
に
よ
る
脱
退
に
歯
止
め
が

か
か
ら
ず
、
九
月
末
の
組
織
人

員
が
七
、
二
一
二
人
と
な
り
、

前
年
比
で
二
二
一
人
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
の
運
動
方
針
で
は
来
年
、

節
目
の
「
建
設
長
崎
第
六
十
五

回
定
期
大
会
を
増
勢
で
迎
え
よ

う
」
と
、
年
間
三
六
〇
人
の
拡

大
目
標
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
ず
、「
秋
の
拡
大
行
動
」

（
十
月
〜
十
二
月
）
で
、
二
〇

〇
人
拡
大
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

各
支
部
で
は
、
未
加
入
者
情

報
集
約
を
重
点
に
、
役
員
に
よ

る
組
合
員
宅
訪
問
行
動
や
現
場

へ
の
聞
き
取
り
訪
問
、
分
会
会

議
の
開
催
、
宣
伝
カ
ー
に
よ
る

街
宣
行
動
、
組
織
拡
大
を
呼
び

か
け
る
立
看
板
の
設
置
行
動
な

ど
、
各
支
部
が
拡
大
目
標
達
成

に
向
け
て
、
創
意
工
夫
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
青
年
部
に
よ
る
組
合

未
加
入
の
仲
間
へ
の
声
か
け
行

動
や
、
主
婦
会
に
よ
る
取
引
先

や
建
材
店
等
へ
ト
レ
ー
（
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
置
き
）
設
置
に
よ
る

加
入
の
呼
び
か
け
行
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

秋
期
の
拡
大
行
動
期

間
中
に
紹
介
の
方
に
は

粗
品
を
贈
呈
。
加
入
三

ヶ
月
在
籍
後
に
は
、
紹

介
者
に
対
し
て
三
、
〇

〇
〇
円
の
謝
礼
金
を
贈

呈
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
私
た

ち
の
切
実
な
要
求
を
実

現
さ
せ
る
に
は
「
数
の

力
」
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
の
仕
事
と
く

ら
し
を
守
る
た
め
、
厳

し
い
今
こ
そ
仲
間
を
増

や
し
、
建
設
不
況
を
跳
ね
返
す

た
め
に
も
、
役
員
・
書
記
局
の

み
な
ら
ず
組
合
員
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

各
支
部
は
、
目
標
達
成
に
向

け
、
長
建
国
保
・
共
済
の
メ

リ
ッ
ト
や
仲
間
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
を
訴
え
つ
つ
、
運
動
を

粘
り
強
く
継
続
さ
せ
て
拡
大
運

動
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

（
若
杉
） ◇◇秋秋期期拡拡大大行行動動（１０月～１２月）
各支部の年間拡大目標と秋期拡大目標
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全
建
総
連
・
建
設
不
況
打

開
・
生
活
危
機
突
破
中
央
決
起

集
会
が
、
九
月
三
十
日
に
東

京
・
社
会
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
衆
議
院
選
挙
の
後
、

多
く
の
新
人
議
員
が
誕
生
し
雇

用
改
善
や
住
宅
建
設
・
耐
震
性

向
上
、
建
設
国
保
の
育
成
強
化

等
を
改
め
て
訴
え
る
た
め
全
国

か
ら
一
、
二
七
〇
名
の
仲
間
が

集
ま
り
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
折
谷
副

委
員
長
が
あ
い
さ
つ
。
多
く
の

議
員
か
ら
来
賓
の
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
い
た
後
、
古
市
書
記
長

か
ら
基
調
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

新
た
な
政
権
に
対
す
る
期
待
と

共
に
現
下
の
生
活
危
機
克
服
へ

向
け
て
、
地
域
経
済
の
再
生
や

住
宅
建
設
、
建
設
国
保
の
育
成

強
化
を
求
め
る
集
会
決
議
を
全

員
の
拍
手
で
採
択
し
ま
し
た
。

集
会
後
は
、
地
元
選
出
の
議

員
に
対
し
て
『
建
設
不
況
打
開

に
向
け
た
制
度
・
政
策
に
関
す

る
要
請
』
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
要
請
内
容

一
、
建
設
国
保
の
育
成
・
強
化
、

医
療
保
険
制
度
の
一
元
化
反

対
二
、
木
造
住
宅
の
振
興
、『
長

期
優
良
住
宅
普
及
促
進
事

業
』
予
算
の
確
保

三
、
住
宅
耐
震
改
修
助
成
制
度

の
拡
充
、住
宅
改
修（
リ

フ
ォ
ー
ム
）助
成
制
度
の
創

設
四
、
国
民
の
安
心
安
全
の
公
共

事
業
の
充
実
、
仕
事
と
雇
用

の
確
保

五
、
公
契
約
法
の
制
定
、
公
共

工
事
作
業
者
に
対
す
る
適
正

な
賃
金
の
保
証
制
度
の
確
立

建設長崎

労働安全大会
（長崎・県央地区）

日時：１１月１７日�
午後７時開会

会場：時津町北部コミュニティーセンター

労働災害の撲滅、事業所の安全意

識の向上のため労働安全大会を開

催します。

発行●長崎県建設産業労働組合 〒852‐8021 長崎市城山町１７番５８号 TEL 095‐862‐7121 FAX 095‐862‐5281 http//www.kensetunagasaki.org/ 発行責任者●北村政和 編集人●田上一郎

October
No.532
２００９年１０月１５日

１部２０円 組合員の購読料は組合費に含みます

印刷●�昭和堂 TEL 095‐821‐1234

全支部一斉「秋期お得意先回り行動」
●行動月間 １１月１日～１１月３０日
●配布資料 住宅点検シート、リフォーム新築は

地域の建設職人等へ
� 地域に根ざした活動で、

「仕事起こし」に繋げましょう �

秋期目標
１３
８
１２
１２
１９
８
１６
１９
１１
１１
２０
１８
１６
１０
７

２００

年 間
２３
１４
２２
２２
３３
１５
２９
３５
２０
２１
３６
３２
２８
１８
１２

３６０

支 部 名
中 央
大 浦
市 南
東 長 崎
浦 上 西
浦 上 東
西 彼
諫 早
大 村
島 原
佐世保中央
佐 世 保 東
佐 世 保 北
北 松
平 戸
五 島
合 計

組合の組織拡大行動
に参加しよう！

１人でも多くの仲間の参加
で、運動を前進させ、拡大を
勝ちとりましょう。

未組織の仲間に加入
を呼びかけよう！

組合の多彩な魅力を語って、
加入を呼びかけ、組合への結
集を進めましょう。

仲間を増やして、
要求を実現しよう！

建設国保の補助金確保も組
織力あってのもの。「数」は
「大きな力」を発揮します。

10

浦上西支部拡大委員会の様子

毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）１０月１５日発行建 設 長 崎第５３２号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）１�
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金子三智郎一般後援会結成総会

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
さ
す

が
に
十
月
に
な
る
と
、
朝
夕

め
っ
き
り
冷
え
込
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
体
調
が
崩
れ
や
す

く
な
り
ま
す
か
ら
、
健
康
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

十
月
五
日
に
、
世
界
遺
産
登

録
推
進
特
別
委
員
会
と
し
て
端

島
（
軍
艦
島
）
の
見
学
会
を
行

い
ま
し
た
。
通
常
の
一
般
見
学

コ
ー
ス
で
は
な
く
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
に
身
を
固
め
て
ガ
レ
キ
の
山

へ
と
入
り
込
ん
で
き
ま
し
た
。

室
内
は
天
井
が
落
ち
、
ベ
ラ
ン

ダ
も
落
下
し
て
い
ま
す
。
外
壁

も
鉄
筋
も
見
え
る
よ
う
に
は
く

離
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
鉄
筋

は
ト
ロ
ッ
コ
用
の
レ
ー
ル
を
活

用
し
て
お
り
、
柱
に
は
耐
震
で

重
要
と
さ
れ
て
い
る
ア
バ
ラ
筋

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
正
・
昭
和

の
、
ま
だ
、
耐
震
設
計
の
せ
の

字
も
無
か
っ
た
こ
ろ
の
建
物
と

し
て
、
こ
の
よ
う
な
意
味
あ
い

で
も
重
要
な
建
物
で
す
。

端
島
小
中
学
校
跡
地
は
、
狭

い
端
島
の
中
で
、
唯
一
と
言
っ

て
い
い
グ
ラ
ン
ド
と
校
舎
が

残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
校
舎

の
海
側
部
分
は
地
底
部
分
が
海

水
に
洗
わ
れ
、
五
〜
六
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
地
盤
が
え
ぐ
ら
れ
て
い

ま
す
。
基
礎
ク
イ
が
打
た
れ
て

い
る
た
め
に
、
校
舎
は
何
と
か

現
状
を
保
っ
て
い
ま
す
が
、
あ

と
数
年
で
、
基
礎
ぐ
い
も
ち
ゅ

う
ぶ
ら
り
ん
と
な
り
、
校
舎
本

体
が
二
つ
に
折
れ
る
の
で
は
と

危
ぐ
さ
れ
ま
す
。

世
界
遺
産
候
補
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
は
文
化

財
で
も
何
で
も
無
く
、
補
修
等

に
触
れ
ば
、
ば
く
大
な
経
費
が

掛
か
り
そ
の
兼
ね
合
い
も
あ
っ

て
、
保
存
を
ど
う
す
る
の
か
、

頭
を
悩
ま
せ
る
問
題
の
ひ
と
つ

で
す
。

金
子
三
智
郎
一
般
後
援
会
結
成

総
会
が
、
九
月
二
十
九
日
、
セ
ン

ト
ヒ
ル
長
崎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
支
持
労
組
、
自
治
会
、

取
引
業
者
、
建
設
長
崎
等
か
ら
一

五
七
名
が
出
席
。

金
子
県
議
の
出
身
組
合
を
代
表

し
て
建
設
長
崎
の
相
川
執
行
委
員

長
が
『
前
田
富
雄
県
議
の
政
治
後

継
者
と
し
て
二
年
半
前
に
当
選
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
議
会
で
活
動
し

て
き
た
。
こ
の
間
の
、
ご
支
援
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
県
内
に
お

い
て
も
厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
い

て
い
る
が
、
県
議
の
政
治
信
条
を

ご
理
解
頂
き
、
今
後
も
ご
支
援
を

お
願
い
し
た
い
』
と
あ
い
さ
つ
。

建
設
長
崎
の
北
村
副
委
員
長
が
後

援
会
の
規
約
と
役
員
に
つ
い
て
提

案
を
行
っ
た
後
、
後
援
会
会
長
に

選
任
さ
れ
た
本

田
魂
会
長
が

「
あ
と
一
年
半

と
な
っ
た
二
期

目
を
め
ざ
し
て

一
人
で
も
多
く

の
支
持
者
に
声

を
掛
け
、
支
援

を
い
た
だ
き
た

い
」
と
協
力
を

呼
び
か
け
ま
し

た
。金

子
県
議
は

「
多
く
の
皆
様

か
ら
力
を
い
た

だ
い
て
勇
気
が

湧
い
て
き
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
で
今
日
ま
で
議
会

活
動
に
頑
張
っ
て
き
た
が
、
ま
だ

ま
だ
多
く
の
課
題
も
あ
る
。
再
び

何
と
し
て
も
勝
ち
た
い
。」
と
支

持
者
に
た
い
す
る
お
礼
と
一
年
半

後
に
迫
っ
た
選
挙
の
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
のの
予予
防防
接接
種種
費費
用用
のの

助助
成成
制制
度度
事事
業業
にに
つつ
いい
てて
（
１２
月
１
日
よ
り
実
施
）

今
春
よ
り
、中
南
米
を
中
心

に
世
界
各
地
に
広
が
っ
た
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
、日
本
で
も

大
流
行
の
兆
し
が
で
て
き
ま
し
た
。

政
府
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
製
造

に
取
り
か
か
り
、
本
年
十
月
十

九
日
よ
り
優
先
接
種
者
順
に
接

種
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
、
来

春
ま
で
に
は
七
、
七
〇
〇
万
人

分
を
確
保
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
、

組
合
員
、
家
族
に
健
康
や
生
活

の
不
安
を
も
た
ら
し
ま
す
。

組
合
は
、
こ
れ
ま
で
予
防
対

策
と
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
や
広
報
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
更
に
予
防
強
化
と
し
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
促
進
を
図
る

た
め
、
新
た
な
保
健
事
業
と
し

て
予
防
接
種
補
助
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

な
お
、
現
在
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
費
用
負
担
に
つ

い
て
は
、
各
自
治
体
で
小
児
や

高
齢
者
に
つ
い
て
は
助
成
制
度

（
窓
口
で
の
自
己
負
担
を
軽

減
）
を
実
施
し
て
お
り
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
も

同
様
の
取
り
扱
い
が
な
さ
れ
る

よ
う
で
す
。
ま
た
、
実
施
内
容

や
助
成
額
は
自
治
体
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
費
用
に
つ
い
て

政
府
は
、
一
人
六
、
一
五
〇
円

（
一
回
目
三
、
六
〇
〇
円
、
二

回
目
二
、
五
五
〇
円
）
と
し
て

い
ま
す
。

イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
予予
防防
接接
種種
補補
助助
事事
業業
要要
領領

（
目
的
）

本
事
業
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、
並
び
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
（
以
下
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
含
め
「
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
」
と
い
う
。）
の
流
行
に

よ
る
予
防
対
策
と
し
て
、
被
保

険
者
組
合
員
及
び
家
族
へ
の
感

染
予
防
の
た
め
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係

る
自
己
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
の
事
業
と
す
る
。

（
対
象
者
）

一
、
長
崎
県
建
設
事
業
国
民
健

康
保
健
組
合
に
加
入
す
る
被

保
険
者
組
合
員
及
び
家
族
。

（
対
象
費
用
）

二
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の

た
め
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
以

下
、「
予
防
接
種
」と
い
う
。）

費
用
に
係
る
自
己
負
担
額
が

一
回
に
つ
き
一
、
五
〇
〇
円

を
越
え
た
場
合
。

（
補
助
の
額
）

三
、
予
防
接
種
の
費
用
が
一
回

に
つ
き
一
、
五
〇
〇
円
を
越

え
た
額
を
助
成
す
る
。

（
補
助
の
申
請
）

四
、
予
防
接
種
補
助
事
業
の
補

助
を
受
け
る
場
合
は
、
当
該

組
合
員
が
所
属
す
る
長
崎
県

建
設
産
業
労
働
組
合
の
支
部

窓
口
に
お
い
て
被
保
険
者
証

を
提
示
し
、
補
助
申
請
書
に

予
防
接
種
の
費
用
で
あ
る
こ

と
を
明
記
し
た
領
収
書
（
又

は
自
己
負
担
額
を
明
記
し
た

明
細
書
等
）
を
添
え
申
請
す

る
。

（
補
助
申
請
の
期
間
）

五
、
予
防
接
種
補
助
の
申
請
を

行
う
者
は
、
予
防
接
種
を
受

け
た
日
の
属
す
る
月
よ
り
起

算
し
て
六
ヵ
月
以
内
と
す
る
。

た
だ
し
、
特
別
な
事
情
等
に

よ
り
理
事
長
が
認
め
た
と
き

は
、
こ
れ
を
延
長
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
実
施
日
）

六
、
こ
の
補
助
事
業
は
、
平
成

二
十
一
年
十
二
月
一
日
よ
り

実
施
す
る
。

インフルエンザの予防接種費用を助成します
―― 長建国保被保険者組合員・家族対象 ―― １回につき１，５００円を

超過した分

県
議
会
だ
よ
り

２６

世
界
遺
産
登
録
推
進
特
別
委
員
会
で
端
島
を
調
査

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎
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中
央
総
支
部
青
年
部

浦
上
総
支
部
青
年
部

中
央
支
部
主
婦
会

佐
世
保
北
支
部
主
婦
会

〜
新
た
な
仲
間
も
加
わ
り
交
流
を
深
め
る
〜

九
月
十
二

日
、
中
央
総

支
部
青
年
部

で
は
、
一
年

ぶ
り
に
総
支

部
交
流
会
と

し
て
、
大
浦

支
部
が
幹
事

を
務
め
、
親

睦
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し

た
。参

加
者
は

い
つ
も
の
顔

ぶ
れ
が
殆
ど

で
し
た
が
、

今
回
は
初
め
て
参
加
す
る
方
が

数
名
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
こ

は
年
齢
も
近
く
、
同
じ
建
設
業

に
携
わ
る
者
同
士
、
し
か
も
同

じ
長
崎
出
身
。
酒
が
入
り
、
話

を
す
る
と
す
ぐ
に
打
ち
解
け

あ
い
、
時
間
と
共
に
酒
の
量

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま

し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過

ぎ
、
次
回
は
東
長
崎
が
幹
事
で

「
も
っ
と
親
睦
を
深
め
ら
れ
る

交
流
会
を
開
催
し
よ
う
」
と
い

う
事
で
締
め
く
く
り
、
交
流
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

〜
大
漁
�

釣
っ
た
魚
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
〜

去
る
九
月
二
十
七
日
、
私
達

浦
上
総
支
部
青
年
部
の
メ
ン

バ
ー
は
、『
キ
ス
釣
り
大
会
』

を
行
い
ま
し
た
。

朝
八
時
、
西
彼
支
部
に
集

ま
っ
た
の
は
、
熟
練
者
か
ら
初

心
者
ま
で
十
六
名
、
三
隻
の
船

に
分
か
れ
、
心
地
よ
い
秋
の
大

村
湾
の
風
を
受
け
、
ワ
ク
ワ
ク

し
な
が
ら
ポ
イ
ン
ト

を
目
指
し
ま
す
。
私

と
同
船
し
た
浦
上
東

支
部
の
金
子
君
は
、

大
の
虫
嫌
い
。
用
意

し
て
き
た
オ
キ
ア
ミ

で
獲
物
を
狙
い
ま
す

が
周
り
に
出
遅
れ
、

渋
々
青
イ
ソ
メ
を
手

に
。
い
い
大
人
が
悲

鳴
を
上
げ
つ
つ
同
行

し
た
息
子
さ
ん
（
こ

の
船
一
番
の
釣
果
は

息
子
さ
ん
）
の
世
話

も
そ
っ
ち
の
け
で
没

頭
し
て
い
ま
し
た
。

隣
の
船
が
気
に
な
り
つ
つ
も

あ
っ
と
い
う
間
に
時
が
過
ぎ
、

上
が
り
の
時
刻
。

メ
ン
バ
ー
の
釣
果
は
、
キ
ス

は
勿
論
、
鯵
・
フ
グ
・
イ
カ
？

な
ど
皆
大
漁
で
昼
か
ら
は
、
船

を
出
し
て
頂
い
た
職
人
太
鼓
の

高
木
さ
ん
邸
で
釣
り
た
て
の
キ

ス
を
囲
み
懇
談
会
。

前
日
開
催
さ
れ
た
『
話
し
方

講
座
』
の
話
で
盛
り
上
が
り
、

最
後
は
各
人
の
仕
事
確
保
と
組

合
員
数
増
加
を
誓
い
、
次
回
を

楽
し
み
に
閉
会
し
ま
し
た
。

お
世
話
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
高
木
さ
ん
を
は
じ
め
、
書
記

局
、
部
員
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

毎
熊
明
夫
）

〜
ふ
っ
く
ら
饅
頭
出
来
上
が
り
ま
し
た
〜

九
月
十
四
日
�
中
央
支
部
主

婦
会
は
十
八
名
の
参
加
で
「
饅

頭
作
り
」
を
し
ま
し
た
。
大
勢

で
賑
や
か
に
始
ま
り
、
慣
れ
た

手
つ
き
で
粉
を
こ
ね
る
人
、
丸

め
る
人
、
あ
ん
こ
を
丸
め
て
入

れ
る
人
、
蒸
し
器

に
入
れ
る
人
、
そ

れ
は
も
う
賑
や
か

な
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
、
ア
ッ
と

言
う
間
に
た
く
さ

ん
の
饅
頭
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

早
速
出
来
立
て
ア

ツ
ア
ツ
の
饅
頭
に

か
ぶ
り
つ
き
ま
し

た
。
み
ん
な
良
く

出
来
た
美
味
し
い

美
味
し
い
の
連
発

で
し
た
。

お
昼
は
皆
さ
ん

が
持
ち
寄
っ
た
手
作
り
お
に
ぎ

り
と
サ
ラ
ダ
、
い
な
り
寿
司
、

巻
き
寿
司
等
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
席
で
自
己

紹
介
を
お
こ
な
っ
た
後
、
世
間

話
と
か
孫
の
話
に
花
を
咲
か
せ

な
が
ら
と
て
も
楽
し
そ
う
に
親

睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
中
央
支
部
主
婦
会
は

い
つ
も
バ
ッ
チ
リ
ま
と
ま
っ
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
も
お
父
さ

ん
の
陰
で
組
合
を
し
っ
か
り
支

え
て
い
け
る
と
思
い
ま
し
た
。

帰
り
は
各
々
饅
頭
の
お
土
産
を

ぶ
ら
下
げ
て
家
路
へ
。
お
疲
れ

様
で
し
た
。
ま
た
来
年
も
ぜ
ひ

作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
主
婦
会
長
・
馬
場
）

〜
レ
パ
ー
ト
リ
ー
広
が
る
料
理
教
室
〜

皆
さ
ん
、
知
っ
て
い
ま
す

か
？
県
の
補
助
事
業
で
料
理
教

室
が
行
わ
れ
て
い
る
事
を
？

佐
世
保
北
支
部
主
婦
会
は
、

九
月
十
七
日
�
に
佐
世
保
魚
市

場
内
「
食
の
ア
ト
リ
エ
」
に
於

い
て
料
理
教
室
を
し
ま
し
た
。

主
婦
会
十
六
名
の
参
加
で
、

初
め
て
の
場
所
と
魚
市
場
協
会

よ
り
講
師
の
先
生
や
食
材
の
魚

は
提
供
し
て
も
ら
え
る
と
聞
い

て
い
た
け
ど
半
信
半
疑
で
教
室

へ
。
入
る
な
り
広
く
て
明
る
く

て
調
理
器
具
類
も
そ
ろ
っ
て
い

ま
し
た
。

佐
世
保
魚
市
場
協
会
の
責
任

者
の
挨
拶
の
あ
と
講
師
の
佐
野

先
生
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
中

で
「
料
理
は
心
を
込
め
て
作
る
、

材
料
は
無
駄
な
く
使
う
事
、
旬

の
物
を
出
来
る
だ
け
利
用
し
た

料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。

今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
「
雑
魚

の
ま
ぜ
ご
は
ん
、
魚
の
カ
ル

パ
ッ
チ
ョ
、
ア
ジ
の
つ
み
れ
汁
、

魚
の
香
味
ら
っ
き
ょ
ソ
ー
ス
か

け
、
イ
カ
下
足
の
ゴ
マ
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
あ
え
」
の
五
品
を
作
り

ま
す
。

「
魚
を
食
べ
よ
う
」
の
事
業
な

の
で
全
部
魚
料
理
で
す
。

最
初
に
魚
の
さ
ば
き
方
で
ウ

ロ
コ
は
ぎ
、
皮
の
は
ぎ
方
、
三

枚
の
お
ろ
し
方
等
い
つ
も
し
て

い
る
の
に
実
際
と
は
違
い
、
い

か
に
自
己
流
で
い
い
加
減
だ
っ

た
か
と
思
い
ま
し
た
。

各
班
に
分
か
れ
、
い
よ
い
よ

調
理
を
始
め
る
の
で
す
が
材
料

の
雑
魚
が
鯛
に
な
り
、
ア
ジ
、

イ
カ
共
取
れ
た
て
の
ピ
ン
ピ
ン

の
魚
に
は
驚
き
ま
し
た
。

魚
を
お
ろ
す
人
、
野
菜
を
刻

む
人
、
味
付
け
を
す
る
人
そ
れ

ぞ
れ
自
分
で
出
来
る
事
か
ら
取

り
掛
か
り
ま
し
た
が
野
菜
を
切

り
過
ぎ
た
り
、
足
り
な
か
っ
た

り
で
他
の
班
と
交
換
し
た
り
し

な
が
ら
一
品
ず
つ
作
り
上
げ
ま

し
た
。
時
間
も
思
っ
た
以
上
に

早
く
出
来
、
室
内
中
お
い
し
そ

う
な
匂
い
が
し
て
い
ま
す
。

料
理
を
し
て
い
る
時
の
皆
さ

ん
の
顔
や
話
し
声
が
と
て
も
和

や
か
で
お
互
い
に
話

が
弾
み
、
で
も
手
は

し
っ
か
り
動
い
て
い

ま
し
た
。

試
食
が
始
ま
り
、

料
理
の
味
や
材
料
の

品
、
家
庭
で
の
味
付

等
各
自
、
話
が
弾
み
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
的
な

会
で
材
料
を
活
か
し

た
料
理
で
と
て
も
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
ち
そ
う
さ

ま
で
し
た
。

又
、
こ
う
言
う
機
会
が
あ
っ

た
ら
、
是
非
参
加
し
て
一
品
で

も
家
庭
の
料
理
の
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
広
げ
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

（
小
林
ミ
ツ
子
）

十
月
四
日
眠
い
目
を
こ
す
り

な
が
ら
（
我
が
家
の
二
十
歳
の

娘
と
）
支
部
事
務
所
へ
。
八
人

（
丸
田
・
浦
上
・
大
石
・
市

瀬
・
氏
田
・
末
永
・
末
永
・
値

賀
）
二
台
の
車
に
分
乗
し
て
六

時
二
〇
分
佐
世
保
へ
向
け
て
出

発
。
佐
世
保
で
は
、
読
売
旅
行

の
イ
ケ
メ
ン
運
転
手
（
福
島
さ

ん
）
美
人
の
添
乗
員
（
岡
田
さ

ん
）
が
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。
七
時
五
〇
分
、
松
茸
会

席
の
旅
へ
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
�
最
初

の
休
憩
地
、
金
立
で
は
二
割
引

き
に
つ
ら
れ
甘
栗
を
買
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
先
が
お
も
い
や

ら
れ
ま
す
。
岡
田
さ
ん
の
楽
し

い
ト
ー
ク
で
、
あ
っ
と
い
う
ま

に
旅
館
へ
到
着
。
松
茸
ず
く
し

の
食
事
の
あ
と
ゆ
っ
く
り
と
温

泉
へ
（
い
い
湯
だ
な
あ
）。
さ

あ
、
次
は
梨
狩
り
で
す
。
バ
ス

の
中
で
、
梨
の
も
ぎ
か
た
を

習
っ
て
、
梨
の
山
で
試
食
を
し

て
、
た
く
さ
ん
あ
る
梨
の
な
か

で
ど
れ
が
お
い
し
そ
う
か
な
？

短
い
時
間
だ
っ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
で
す
。
梨
を
バ
ス
ま
で

運
ん
で
も
ら
い
梨
園
と
も
お
別

れ
で
す
。
後
は
佐
世
保
へ
向

か
っ
て
帰
り
ま
す
。
途
中
で
お

み
や
げ
買
っ
た
り
、
休
憩
し
た

り
で
楽
し
か
っ
た
一
日
も
終
わ

り
に
近
づ
い
て
皆
様
と
も
お
別

れ
で
す
。
私
た
ち
も
平
戸
へ
向

か
っ
て
帰
り
ま
す
。
重
た
い
梨

を
持
っ
て
、
た
だ
い
ま
ー
玄
関

へ
入
っ
た
ら
箱
が
ひ
と
つ
、
な
、

な
ん
と
梨
の
箱
が
！

埼
玉
に

い
る
主
人
の
姉
の
送
り
も
の
で

し
た
。
梨
狩
り
に
行
っ
て
き
た

の
に
ー
。
次
の
日
友
達
に
配
っ

て
ま
わ
り
ま
し
た
。
さ
あ
、
次

は
ど
こ
が
い
い
か
な
。

（
末
永
美
千
代
）

～食欲の秋を満喫！
松茸会席の昼食と

天ヶ瀬温泉入浴～

平戸支部主婦会 旅行会
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大
浦
支
部

西
彼
支
部

中
央
支
部

市
南
支
部

持
ち
前
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
包
丁
研
ぎ

九
月
二
十
日
�
、
シ
ル
バ
ー

ウ
ィ
ー
ク
二
日
目
の
好
天
に
恵

ま
れ
た
秋
空
の
下
、
大
浦
支
部

で
は
居
留
地
ま
つ
り
に
合
わ
せ

て
二
十
三
名
の
参
加
で
住
宅

デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
翌
日
が
歩
行
者
天
国

と
な
る
た
め
、
ま
ば
ら
な
人
通

り
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
朝
か

ら
包
丁
を
片
手
に
た
く
さ
ん
の

常
連
客
の
皆
さ
ん
が
見
え
ま
し

た
。
受
付
は
開
始
前
か
ら
例
年

通
り
バ
タ
バ
タ
の
状
態

が
続
い
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
日
程
の
都
合
で

開
催
場
所
も
異
な
っ
て

い
た
た
め
、
少
し
作
業

が
難
し
い
面
も
あ
り
ま

し
た
が
、
中
央
支
部
か

ら
四
名
の
助
っ
人
と
、

持
ち
前
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
、
出
来
上
が
っ
た
包
丁
を

新
聞
に
巻
く
の
が
追
わ
れ
る
ほ

ど
、
次
々
と
包
丁
が
研
ぎ
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

お
客
さ
ん
の
中
に
は
「
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
自
分

じ
ゃ
出
来
な
い
か
ら
助
か
る
ん

で
す
よ
」
と
、
お
礼
に
手
作
り

ジ
ュ
ー
ス
の
差
し
入
れ
を
届
け

て
く
れ
る
人
も
い
て
、
あ
り
が

た
い
一
場
面
も
。

最
後
に
、
参
加
・
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
皆
さ
ん
毎
年
の
事
な

が
ら
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
主
婦
会
長
・
小
渕
）

み
か
ん
の
産
地
で
休
ま
ず
奉
仕

西
彼
支
部
長
与
連
合
分
会
で

は
、
九
月
六
日
�
に
毎
年
恒
例

の
住
宅
デ
ー
を
農
協
撰
果
場
で

開
催
し
ま
し
た
。

組
合
員
十
九
名
、
主
婦
会
四

名
の
参
加
で
包
丁
研
ぎ
を
行
い

ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
包
丁
研
ぎ
に

次
々
と
お
客
さ
ん
が
来
ら
れ
、

多
く
の
包
丁
な
ど
が
集
ま
り
ま

し
た
。

例
年
、
み
か
ん
の
産
地
と

あ
っ
て
鎌
、
鉈
、
剪
定

バ
サ
ミ
な
ど
包
丁
以
外

の
物
も
多
く
あ
り
ま
す

が
、
今
回
、
準
備
さ
れ

た
大
型
の
水
研
機
を
利

用
す
る
な
ど
休
む
間
も

な
く
、
組
合
員
の
皆
さ

ん
は
懇
切
丁
寧
に
仕
上

げ
て
い
ま
し
た
。

終
了
間
際
、
受
け

取
っ
た
包
丁
が
見
当
た

ら
ず
探
す
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
無
事
に
終
了
の
時

間
を
迎
え
ま
し
た
。

来
場
者
は
四
十
五
名
で
、
包

丁
研
ぎ
一
六
九
本
、
鎌
等
が
五

四
本
と
ま
な
板
削
り
が
三
枚
で

し
た
。

最
後
に
暑
い
中
、
参
加
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。（

城
下
）

長
与
連
合
分
会
住
宅
デ
ー
参
加
者

（
敬
称
略
）

岩
永

亀
雄

山
口

政
好

尾
崎

由
盛

松
林

満
男

岩
崎
喜
三
郎

本
村

繁
人

沼

則
雄

中
村

秀
徳

小
串

民
雄

迫

貴
幸

福
本

勝
義

尾
崎

光
生

吉
村

統
治

佐
舗

洋

岩
永

勝
弘

井
手

保

尾
崎

勝

濱
本

勝
之

高
見

賢
一

岡
�
ア
イ
子

松
林
嘉
代
子

福
本

博
子

濱
本

静
香

（
相
川

哲
男

金
子
三
智
郎

北
村

政
和
）

毎
年
恒
例
の
会
場
で
地
域
に
定
着

先
週
の
南
が
丘
校
区
祭
り
に

引
き
続
き
、
九
月
十
三
日
�
恒

例
の
西
山
分
会
住
宅
デ
ー
を
西

山
一
丁
目
公
民
館
に
於
い
て
総

勢
二
十
名
の
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
前
日
の
豪
雨
と
は

一
変
し
、
清
々
し
い
秋
空
の
下
、

開
始
前
か
ら
チ
ラ
ホ
ラ
と
来
客

者
が
訪
れ
、
受
付
前
に
は
包
丁

研
ぎ
と
ま
な
板
削
り
の
音
、
そ

し
て
出
来
上
が
り
を
待
つ
町
内

の
皆
さ
ん
の
話
声
で
何
と
も
賑

や
か
な
雰
囲
気
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

ど
こ
の
会
場
で
も
そ
う
だ
と

は
思
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の

来
客
者
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の

方
で
、
毎
年
こ
こ
で
削
ら

れ
少
し
ず
つ
薄
く
な
っ
た

ま
な
板
や
、
一
年
経
っ
て

少
し
刃
こ
ぼ
れ
が
気
に
な

る
包
丁
を
鋭
く
リ
メ
イ

ク
し
て
も
ら
い
喜
ん
で

帰
ら
れ
る
姿
を
み
る
と

確
実
に
地
域
の
方
と
の

親
睦
が
図
れ
て
い
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。

最
後
は
参
加
者
全
員

で
お
昼
を
済
ま
せ
て
無

事
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

（
大
賀
）

参
加
者

（
敬
称
略
）

工
藤

是
正

田
上

義
高

平
山

正
則

北
村

五
男

諸
山

克
吉

川
原
喜
久
雄

竹
崎

初
男

梅
沢

利
久

安
達
九
州
男

松
山

力
男

中
村

英
則

木
本

春
雄

平
山

宏
三

伊
藤

嘉
典

横
田

博
明

寺
田

郁
実

小
野

義
龍

（
小
渕

禮
子
）

（
中
村

幸
子
）

内
野

幸
雄

坂
口

忠
義

太
田

俊
一

太
田

寿
俊

初
め
て
の
会
場
で

な
か
な
か
の
賑
い

九
月
十
三
日
�
、
江
川
町
の

ジ
ョ
イ
フ
ル
サ
ン
駐
車
場
で
支

部
住
宅
デ
ー
と
し
て
、
包
丁
研

ぎ
と
住
宅
相
談
を
開
催
し
ま
し

た
。当

会
場
で
の
開
催
は
今
回
が

初
め
て
の
事
で
、
ど
れ
く
ら
い

の
来
場
者
が
あ
る
の
か
、
ま
っ

た
く
予
想
が
出
来
ず
、
朝
か
ら

気
合
い
を
入
れ
て
テ
ン
ト
を
建

て
、
研
ぎ
機
も
準
備
し
、
人
員

の
配
置
も
万
全
の
状
態
で
、
お

客
さ
ん
が
来
る
の
を
待
ち
構
え

ま
し
た
。

し
か
し
、
始
ま
っ
て
み
る
と

な
か
な
か
来
場
者
が
な
く
肩
す

か
し
の
状
況
で
し
た
が
、
配
布

し
て
い
た
住
宅
デ
ー
チ
ラ
シ
を

見
た
人
が
徐
々
に
包
丁
を
持
っ

て
会
場
に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
の
会
場
が
ス
ー

パ
ー
と
い
う
事
も
あ
り
、
買
い

物
に
来
ら
れ
た
方
が
包
丁
研
ぎ

を
し
て
い
る
の
を
見
て
、「
何

時
ま
で
で
す
か
。
家
ま
で
取
り

に
行
っ
て
き
て
間
に
合
い
ま
す

か
」
と
、
一
旦
家
に
帰
っ
て
包

丁
を
持
っ
て
再
び
会
場
に
訪
れ

た
り
、
な
か
な
か
の
賑
わ
い
を

み
せ
て
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
今

回
は
住
宅
相
談
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

次
回
も
同
じ
場
所
で

開
催
し
、
少
し
ず
つ

で
も
地
域
の
皆
様
に

建
設
長
崎
の
存
在
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
古
井
）

参
加
者

（
敬
称
略
）

内
野

幸
雄

坂
口

忠
義

川
原

亀
喜

石
橋

廣
喜

山
本

孝
義

山
崎

増
雄

田
森

勝

山
田

哲
也

馬
渡

正
幸

手
水

鐵
吉

伊
東

秀
政

大
田

俊
一

山
下

廣
造

大
石

直

馬
場
ヒ
ロ
子

川
原

幸
枝

内
野

計
子

馬
渡
ヒ
ロ
子

栗
田
み
ど
り

金
子
喜
久
枝

（
相
川

哲
男

船
津

栄
市

金
子
三
智
郎
）

参
加
者

（
敬
称
略
）

山
本

秀
夫

葛
島

俊
幸

小
宮

清
治

小
泉

雄
義

中
島

善
明

江
崎

覚

中
島

直
人

江
崎

雪
夫

小
松

満
喜

山
下

俊
之

寺
山

正
吉

山
口

秀
敏

森
岡

増
身

太
田

武
造

森

貞
雄

戸
橋

博
義

今
井

佳
信

山
下
八
千
代

坂
本

藤
子

竹
崎

初
雄

働きながら高度な技術・技能の知識を修得しよう！

平成２２年度学院生募集 二級建築士、技能士の資格取得の早道

募集人員

木造建築科

１０

０

０

０

建築設計科

２０

１０

１０

１０

電 話

０９５‐８６１‐９２６１

０９５７‐６３‐１２９７

０９５７‐５３‐８３８５

０９５６‐３３‐０９４４

所在地

長崎市城山町１７－５８

島原市秩父ヶ浦町２６６９－８

大村市玖島１丁目４９－２

佐世保市大黒町５３４－１８

学院名

長崎建設技術専門学院

島原建設技術専門学院

大村建設技術専門学院

佐世保建設技術専門学院

講師団

・工業高校教諭

・一級建築士

・その他専門講師

訓練科目

建築設計科

２カ年

木造建築科

２カ年

（長崎学院のみ実施）

訓練時間

（長崎学院のみ）

午前９時～午後５時

（他の３校は）

午後６時３０分～９時

訓練日

（長崎学院は昼間訓練）

毎週（土曜日）（他の３

校は夜間訓練）毎週３日

間（月・火・水）

募集期間

平成２２年

３月３１日まで

２、応募手続き �入学申込書 �写真（３�×４�）１枚
３、必 要 経 費 入学金他手数料 ５５，０００円 授業料 毎月 １０，０００円（組合員は 毎月 ８，０００円）

詳細についてのお問い合わせは各専門学院までお願い致します。

１、募 集 期 間

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５３２号 ４�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）１０月１５日発行
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１１月は労働保険適用促進月間です。

青年部主催で「話し方」の講習会開催
～信頼度アップの会社作りの応援講座～

九
月
二
十
六
日
�
午
後
七
時
よ
り
、
時
津
町
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
講
師
に
中

村
尚
広
さ
ん
と
岡
村
弘
子
さ
ん
の
お
二
人
を
お
招
き
し
て
「
話
し
方
講
習
会
」
を
開
催
。

当
日
は
、
各
支
部
青
年
部
、
青
年
部
担
当
三
役
を
始
め
、
多
く
の
組
合
員
・
主
婦
会
の
方
々
、

書
記
局
、
合
計
七
十
一
名
が
参
加
。
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
あ
い
さ
つ
の
際
の
注
意
点
、
ス
ピ
ー
チ

の
コ
ツ
な
ど
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

●
マ
ナ
ー
と
は

人
か
ら
見
ら
れ
る
か
ら
行
う
の

で
は
な
く
、
常
に
周
り
に
対
し

て
感
謝
の
心
を
持
っ
て
い
れ
ば
、

自
然
と
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

●
あ
い
さ
つ

あ
い
さ
つ
の
仕
方
は
大
き
く
四

つ
あ
り
ま
す
。

�
会
釈

親
し
い
関
係
の
相
手
な
ど
、
気

軽
に
で
き
る
あ
い
さ
つ
。
動
き

な
が
ら
（
歩
き
な
が
ら
な
ど
）

出
来
る
。
角
度
は
十
五
度
位
。

�
中
礼

ち
ょ
っ
と
心
を
入
れ
て
す
る
あ

い
さ
つ
角
度
は
三
十
度
位
。

�
敬
礼

お
礼
を
す
る
時
な
ど
、
相
手
に

誠
意
が
伝
わ
る
あ
い
さ
つ
。
角

度
は
四
十
五
度
位
。

�
最
敬
礼

謝
罪
す
る
時
、
お
悔
や
み
の
時

な
ど
も
っ
と
も
心
の
こ
も
っ
た

あ
い
さ
つ
。

●
ポ
イ
ン
ト

�
出
来
る
だ
け
自
分
か
ら
先
に

�
お
辞
儀
の
前
に
は
相
手
の
目

を
見
る
（
こ
れ
か
ら
あ
い
さ
つ

を
す
る
意
思
を
伝
え
る
）

�
お
辞
儀
は
、
背
筋
を
伸
ば
し
、

腰
か
ら
曲
げ
る

�
お
辞
儀
の
際
、
頭
を
上
げ
る

時
は
サ
ッ
と
上
げ
ず
、
ゆ
っ
く

り
上
げ
る
。

●
名
刺
交
換

渡
し
方

両
手
で
名
乗
り
な
が
ら
出
す

（
例：

○
○
建
設
の
△
△
で
す
）

受
け
取
り
方

両
手
で
頂
き
、
相
手
の
肩
書
、

氏
名
を
確
認
す
る

（
例：

◎
◎
建
築
取
締
役
の

□
□
様
で
す
ね
）

●
ポ
イ
ン
ト

�
名
刺
は
訪
問
し
た
方
が
先
に

出
す
。

�
名
刺
は
切
ら
さ
な
い
（
な

か
っ
た
場
合
は
後
日
郵
送
す
る

な
ど
し
て
お
く
と
良
い
）

�
名
刺
交
換
の
時
は
、
た
だ
受

け
取
る
、
渡
す
だ
け
で
は
な
く
、

会
話
の
き
っ
か
け
と
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

相
手
の
印
象
に
残
っ
て
も
ら
う

よ
う
に
す
る
と
良
い

（
例：

○
○
さ
ん
の
お
名
前

難
し
い
で
す
ね
、
何
と
お
読
み

す
る
の
で
す
か
。
な
ど
）

�
受
け
取
っ
た
名
刺
は
、
相
手

の
目
の
前
で
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ

ト
に
入
れ
な
い
（
相
手
に
対
し

失
礼
に
な
る
）

�
後
で
名
刺
の
裏
に
相
手
の
印

象
な
ど
メ
モ
し
て
お
く
と
覚
え

や
す
い

●
ス
ピ
ー
チ
の
コ
ツ

ス
ピ
ー
チ
の
時
間
は
三
分
〜
五

分
が
ベ
ス
ト
。
事
前
に
組
み
立

て
を
作
り
練
習
を
し
て
お
く
。

例：

祝
辞

�
祝
福
の
こ
と
ば

�
自
己
紹
介

�
エ
ピ
ソ
ー
ド

�
贈
る
こ
と
ば

�
結
び

●
ポ
イ
ン
ト

�
失
敗
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
、

と
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り

持
つ
と
余
計
に
上
が
っ

て
し
ま
う
の
で
、
う
ま

く
で
き
る
イ
メ
ー
ジ
を

持
つ
と
良
い

�
準
備
八
割
、
本
番
二

割
。
い
ざ
本
番
に
な
っ

た
ら
腹
を
く
く
っ
て
臨

む�
上
が
っ
て
し
ま
い
頭

が
真
っ
白
に
な
っ
た
時

は
、「
緊
張
し
て
い
ま
す
」
と
、

言
っ
て
し
ま
え
ば
案
外
会
場
の

空
気
も
和
み
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
事
も
あ
る
。

先
日
の
「
話
し
方
講
習
会
」

に
は
、
相
川
執
行
委
員
長
様
は

じ
め
、
各
支
部
長
様
、
並
び
に

役
員
の
皆
様
、
お
忙
し
い
中
、

ご
出
席
下
さ
い
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
講
習
会
の
内
容
は
如

何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

今
回
の
講
習
会
に
至
っ
た
経

緯
は
、
組
合
の
一
員
と
し
て
、

組
合
を
取
り
巻
く
状
況
を
思
う

時
、
組
合
を
維
持
発
展
さ
せ
る

為
に
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、

二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
に
は
対

外
事
業
で
あ
り
、
一
つ
に
は
内

部
強
化
で
あ
り
ま
す
。
内
部
強

化
で
取
り
分
け
組
織
拡
大
は
常

で
あ
り
、
高
齢
化
社
会
は
避
け

て
通
れ
な
い
道
の
り
な
ら
ば
、

若
年
技
術
者
の
新
規
加
入
を
増

や
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
必
要
な
の
が
他
団
体
と

の
差
別
化
、
組
合
の
ブ
ラ
ン
ド

化
、
技
術
技
能
の
伝
統
文
化
の

継
承
だ
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
、
組
合
の
ビ

ジ
ョ
ン
で
あ
り
、
い
く
ら
組
合

の
活
性
化
を
掲
げ
て
も
、
組
合

員
の
方
々
の
個
人
で
あ
れ
、
経

営
者
で
あ
れ
、
経
営
が
安
定
し

て
い
な
け
れ
ば
絵
に
描
い
た
餅

に
な
り
ま
す
。

や
は
り
、
組
織
拡
大
、
組
合

活
動
、
地
域
活
動
を
す
る
上
で

最
低
限
必
要
な
事
は
、
組
合
員

お
一
人
お
一
人
の
生
活
の
安
定

で
あ
り
、
常
に
仕
事
確
保
が
最

低
条
件
に
な
り
ま
す
。

で
あ
れ
ば
、
や
は
り
組
合
員

の
方
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
謀

る
事
で
、
被
組
合
員
と
の
差
別

化
を
謀
り
、
仕
事
確
保
に
繋
げ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、

そ
の
集
合
団
体
で
あ
る
組
合
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
繋
げ
る
事
に
よ

り
、「
安
心
し
て
頼
め
る
組
合

加
盟
店
」
と
な
り
、
納
税
す
る

事
に
よ
り
地
域
経
済
団
体
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
初
め
て
組
織
力
の

活
用
に
繋
げ
て
い
け
る
と
思
い

ま
す
。

建
設
長
崎
が

「
地
域
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
な
団
体
で
あ
る
為
に
！
」

「
我
々
の
元
気
が
地
域
の
元

気
に
な
る
！
」

を
目
標
に
こ
れ
か
ら
も
新
た
な

視
点
を
模
索
し
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

青
年
部

部
長

北
村

亮
樹

１人でも雇ったら、入ろう。労働保険。
～労働者（アルバイトを含む）を１人でも

雇っている事業主は労働保険（労災保険・雇用保険）
に加入する義務があります。～

労働保険は、「労災保険」と「雇用保険」を総称したもので、労
働者を１人でも雇用する事業主は、法律により労働保険への加入が
義務づけられています。労災保険は、労働者が仕事中や通勤途中に
事故にあった場合に、被災された方や遺族の方を保護するために必
要な保険給付を行っています。雇用保険は、労働者が失業した場合
に、失業手当等を給付したり、再就職を促進するため必要な給付を
行っています。
長崎労働局では、労働保険制度の健全な運営、費用負担の公平及
び労働者の福祉の向上等の観点から、職権の行使を含む積極的な加
入勧奨により、労働保険の未加入事業場をなくすための対策（労働
保険未手続事業一掃対策）を進めています。
まだ、加入手続がお済みでない事業主の方は早急な手続をお願い
します。
加入手続は労働基準監督署・ハローワークにおいて事業主が直接
行う外、事業主団体からなる「労働保険事務組合」へ事務を委託す
る方法があります。
詳しくは、長崎労働局労働保険徴収室（電話０９５－８０１－００２５）長
崎労働基準監督署（電話８４６－６３８６（適用係））長崎公共職業安定所
（電話８６２－８６４７（適用係））又は最寄りの労働基準監督署・ハロー
ワークへご相談下さい。

全
国
青
年
技
能
競
技
大
会

二
十
回
以
上
連
続
出
場
表
彰
受
彰

長
崎
か
ら
三
名
の
代
表
が
出
場

九
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四

日
に
か
け
て
、
鳥
取
県
米
子
市

「
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
で
「
全
建
総
連
全
国
青

年
技
能
競
技
大
会
」
が
開
催
。

今
回
は
第
二
十
五
回
を
迎
え

る
節
目
の
記
念
大
会
で
、
全
国

各
地
よ
り
過
去
最
高
の
八
十
二

名
の
選
手
が
参
加
。

競
技
課
題
は
「
四
方
転
び
踏

み
台
」
で
持
ち
時
間
は
六
時
間
。

日
頃
鍛
え
た
技
能
を
い
か
ん
な

く
発
揮
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

建
設
長
崎
か
ら
は
、
五
月
に

開
催
し
た
建
設
長
崎
青
年
技
能

競
技
大
会
で
の
上
位
三
名
、
和

田
茂
史
さ
ん
（
北
松
支
部
）、

瀬
尾
友
謙
さ
ん
（
佐
世
保
中
央

支
部
）、
伊
藤
光
廣
さ
ん
（
大

村
支
部
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

金
賞
に
輝
い
た
の
は
、
建
設
埼

玉
の
田
島
宏
晃
さ
ん
で
厚
生
労

働
大
臣
賞
と
鳥
取
県
知

事
賞
、
米
子
市
長
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
建
設

長
崎
は
残
念
な
が
ら
入

賞
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

建
設
長
崎
は
全
建
総

連
青
年
技
能
競
技
大
会

に
第
三
回
か
ら
出
場
を

始
め
、
今
回
の
記
念
大

会
で
二
十
三
連
続
で
の

出
場
で
す
。
大
会
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
の
中
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
二
十
回
以
上
選
手
を
派

遣
し
た
組
合
と
し
て
、
建
設
長

崎
の
相
川
執
行
委
員
長
が
全
建

総
連
の
杉
本
中
央
執
行
委
員
長

か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
全
国
大
会
の
中

で
は
、
建
設
長
崎
は
第
三
回
大

会
で
大
串
徳
夫
さ
ん
が
銀
賞
に

輝
い
た
他
三
名
の
方
が
入
賞
を

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
受
賞
者（
敬
称
略
）

第
三
回
大
会

大
串

徳
夫

（
銀
賞
）

第
四
回
大
会

田
中
裕
四
郎

（
入
賞
）

第
五
回
大
会

大
島

保
廣

（
入
賞
）

第
十
回
大
会

横
田

実

（
入
賞
）

（
古
井
）

９
２６

７１名参加

名刺交換の実践を行う北村部長

お辞儀の種類の説明を実演

毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）１０月１５日発行建 設 長 崎第５３２号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）５�
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長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増進を
図るため「指定温泉利用料金の割引及び補助制度」を
実施しています。ぜひご利用ください。

利用方法
�割引を受ける場合
健康保険の被保険者証又は、建設長崎の会

員証（MEMBERS CARD）を指定温泉の

受付に提示してください。

�補助を受ける場合（小人料金には補助はあ
りません）

建設長崎の支部事務所にて補助券の交付を

受け、被保険者番号（長けん番号）を記入

し指定温泉の受付に提出してください。補

助券の交付は一世帯あたり１５枚を限度とし

ます。

長建国保未加入の建設長崎組合員の方には

優待券として補助券６枚を限度とします。

�実施期間 平成２２年３月３１日迄

�補助券を他人に譲渡したり、不正に利用し
たりした場合は、補助券を返還していただ

きます。氏名の部分には、組合員の名前を

フルネームにて記入して下さい。

利用料金の割引
指定温泉と契約し、規定料金より安い料金

で利用できます。

利用料金の補助
（小人料金には、割引はありません。）

補助券により、割引料金より更に安い料金

で利用できます。

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、バリ風天然温泉

大浴場、ジャグジー、打たせ湯、サウナ、寝湯、憩室

大浴場、露天風呂、サウナ、岩盤浴

大浴場、露天風呂

大浴場、ジェットバス、打たせ湯、ジャグジーシャワー、
ミストサウナ

寝湯、ジェットバス、サウナ、水風呂、露天風呂、
タル湯

屋久杉風呂、檜風呂、露天風呂、サウナ、
岩盤浴（別料金）

天然温泉、露天風呂、人口炭酸温泉、岩盤浴、
貸切風呂（別料金）

サウナ、冷水風呂、壷湯、ジェットバス、寝湯、
塩サウナ、家族風呂、シェイプアップバス

露天風呂、ローマ風呂、檜風呂、寝風呂、
ジャグジーバス、サウナ、家族風呂、
リラクゼーション

露天風呂、展望風呂、タル風呂、水風呂、サウナ、
薬草風呂、海草風呂、ジャグジー風呂

展望露天風呂、電気風呂、ジャグジーエステ風呂、
座り湯、サウナ、岩盤浴（別料金）、
家族風呂（別料金）

うずしお温泉、美人の湯、サウナ、露天風呂、
貸切家族風呂（有料）

（※２）毎月２６日「風呂の日」は規定料金が半額（大人３００円、小人１５０円、幼児８０
円）となり、補助券の使用は出来ません。

所在地
電話番号

長崎市曙町３９－３８
０９５－８６２－５５５５

長崎市野母町６９２
－１

０９５－８９３－１１３３

長崎市岩見町４５１－２３
０９５－８３３－１１２６

西彼杵郡長与町
岡郷２７６２－１
０９５－８８７－４１２６

西彼杵郡長与町
高田郷２８４

０９５－８５６－２６３１

西彼杵郡長与町
高田郷２２８９－２
０９５－８５６－２６１７

雲仙市小浜町
雲仙３２０

０９５７－７３－３１３１

諫早市本野７－１
０９５７－２５－８８２２

大村市
森園町６６３－３
０９５７－５０－１１２６

佐世保市
谷郷町５－３２
０９５６－２３－６１７０

平戸市川内町５５
０９５０－２３－２１１１

平戸市田平町
野田免２１０－６
０９５０－５７－１１１０

〒８５９－３２２６
佐世保市崎岡町８５３－１２
０９５６－３９－４８００

（※１）いさはや本野温泉湯処なごみは、中学生以上しか入館出来ません。
・別館ほたるの湯は、小学生以下３００円、中学生以上６５歳未満５００円、６５歳以上３００円でご利用頂けます。
但し、ほたるの湯に関しては割引制度はご利用出来ません。

利用者負担
（自己負担）

４５０円

３５０円

１００円

２００円

５００円
４００円
９００円
７００円
３００円
２００円
３００円
１５０円

２００円

３００円

４００円

４００円

７２０円

２５０円

３００円

２００円

６００円
４００円
２００円

３００円

３００円

３００円

３００円

３００円
３００円
１５０円

補助券の額
（温泉券利用）

▲３００

‐

▲３００

‐

▲３００

‐

▲３００

‐

‐

▲３００

‐

‐

▲３００

‐

▲３００

‐

▲３００

▲３００

‐

‐

▲３００

‐

‐

▲３００

‐

▲３００

‐

▲３００

‐

‐

割引後の料金
（メンバーズカード）

７５０円

３５０円

割引なし

割引なし

割引なし

割引なし

１，２００円

７００円

割引なし

割引なし

割引なし

割引なし

５００円

割引なし

７００円

４００円

１，０２０円

５５０円

割引なし

割引なし

９００円

割引なし

割引なし

６００円

３００円

６００円

割引なし

割引なし

割引なし

割引なし

規定料金

８００円

４００円

４００円

２００円

８００円

４００円

１，８００円

９００円

３００円

５００円

３００円

１５０円

６５０円

３００円

８００円

５００円

１，２２０円

６５０円

３００円

２００円

１，０００円

４００円

２００円

８００円

４００円

８００円

３００円

６００円

３００円

１５０円

利 用 区 分

大人
（中学生以上）

小人
（３歳以上小学生以下）

大人
（中学生以上）

小人
（４歳以上小学生以下）

大人
（中学生以上）
小人

（３歳以上小学生以下）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（３歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（６歳以下）

大人
（中学生以上）

小人
（３歳以上小学生以下）

大人
（中学生以上）

小人
（４歳以上小学生以下）

大人
（中学生以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（３歳まで無料）

大人
（中学生以上）
小人

（小学生以上）
幼児

（４歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

大人
（中学生以上）
子供

（小学生）
幼児

（３歳～５歳）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ
（旧イオス）

海の健康村
陽の岬温泉

ふくの湯

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

雲仙
スパハウス

いさはや
本野温泉
湯処なごみ

（※１）

サンスパ
おおむら
ゆの華

万松楼
弁天の湯

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

平戸たびら温泉
サムソンホテル

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ

（※２）

長

崎

・

西

彼

地

区

県

央

地

区

県

北

地

区

規定料金－メンバーズカード割引＝割引後の料金

割引後の料金－補助券（３００円）＝利用者負担金

◎指定温泉利用料金表（消費税・入湯税込みの料金） ２００９年７月２９日

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５３２号 ６�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）１０月１５日発行


